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  日吉分校 最後の日吉っ子合同運動会 
 

 

                          

   

                                            
                                                      

 

                                                     

                                                      

 

                   

   

                                                                            

 

 

 

 

  

 

 

 

９
月
19
日
、
日
吉
小
中
学
校
運
動
場
で

『
日
吉
っ
子
合
同
運
動
会
』
が
開
催
さ
れ
、

み
ど
り
保
育
所
・
小
学
校
・
中
学
校
・
北
宇

和
高
校
日
吉
分
校
の
児
童
・
生
徒
が
、
走
っ

て
、
投
げ
て
、
跳
ん
で
、
踊
っ
て
、
笑
っ
て
、

叫
ん
で
と
全
競
技
に
躍
動
し
ま
し
た
。
Ｐ
Ｔ

Ａ
競
技
や
借
り
物
競
争
に
は
、
先
生
や
保
護

者
の
皆
さ
ん
も
参
加
し
、
盛
大
な
運
動
会
と

な
り
ま
し
た
。 

 

運
動
会
の
終
わ
り
に
は
、
今
年
で
北
宇
和

高
校
日
吉
分
校
が
参
加
す
る
最
後
の
合
同
運

動
会
と
な
っ
た
た
め
、
児
童
・
生
徒
が
皆
で

日
吉
分
校
へ
大
き
な
声
で
、
「
あ
り
が
と
う
」

の
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。 



 - 2 -

        

式
で
は
、
鬼
北
町
か
ら
紀
寿
・
米

寿
を
迎
え
ら
れ
た
21
人
の
皆
さ
ん

に
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
、
小

学
校
兵
頭
学
く
ん
（
２
年
）
と
中
学

校
森
志
織
さ
ん
（
２
年
）
か
ら
『
い

つ
ま
で
も
お
元
気
に
長
生
き
し
て

く
だ
さ
い
。
』
と
敬
老
作
文
の
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。 

9
月
14
日
、
農
林
業
者
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
日
吉
地
区
敬

老
会
を
開
催
し
、
敬
老
者
166
人
が
出

席
さ
れ
ま
し
た
。 

   

敬
老
行
事
に
166
人 

 

     

            

㊦
保
育
所
白
組
の
皆
さ
ん 

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
み
ど
り

保
育
所
白
組
と
小
学
校
５
年
生
が

登
場
し
、
白
組
の
「
と
き
め
き
の
ル

ン
バ
」
は
、
か
わ
い
ら
し
い
衣
装
で

の
ダ
ン
ス
を
、
５
年
生
は
ボ
ー
ル
を

使
っ
た
軽
や
か
な
ダ
ン
ス
を
披
露

し
ま
し
た
。
乾
杯
後
は
、
輪
の
会
・

一
世
風
靡
ネ
ピ
ア
・
日
吉
コ
ー
ル
ナ

チ
ュ
レ
ル
の
皆
さ
ん
か
ら
舞
踊
、
ダ

ン
ス
、
合
唱
が
披
露
さ
れ
会
場
か
ら

大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。 

松
坂
ヨ
シ
ヱ
さ
ん
（
上
鍵
山
） 

㊤
紀
寿
の
表
彰
を
受
け
る 

 

記
録
的
な
猛
暑
の
長
い
夏
が 

 

過
ぎ
て
、
や
っ
と
秋
が
来
た
。
今
年

は
、
夏
の
練
習
を
止
め
て
秋
に
備
え

夏
休
み
を
と
っ
た
。
ど
う
せ
呑
気
に

休
む
人
達
で
は
な
い
が
、
せ
め
て
心

の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。
程
な
く
行
事
参

加
依
頼
を
い
た
だ
き
休
み
返
上
で

あ
る
。
こ
の
お
招
き
は
愛
琴
会
に
と

っ
て
元
気
の
出
る
特
効
薬
の
よ
う

な
も
の
で
あ
る
。 

 

日
吉
愛
琴
会 

二
宮
幸
子
さ
ん 

「
大
正
琴 

二
十
年
の
回
想
」 

 

～
『
敬
老
の
日
』
に 

～ 

 

大
正
琴
が
日
吉
に
サ
ー
ク
ル
活

動
の
中
で
始
ま
っ
た
の
は
、
平
成
三

年
。
地
元
の
主
婦
渡
辺
初
さ
ん
に
よ

っ
て
始
ま
っ
た
。
梼
原
か
ら
ご
夫
妻

の
先
生
を
招
い
て
、
初
回
二
十
数
名

の
参
加
で
始
ま
っ
た
。
温
か
い
先
生

達
だ
っ
た
が
、
平
成
九
年
三
月
に
引

退
さ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
十
四
年
に
な

る
。
二
十
年
の
中
で
大
切
な
仲
間
と

の
別
れ
も
あ
っ
た
。
現
在
会
員
七
名
。

月
二
回
の
練
習
日
に
は
、
大
正
琴
を

下
げ
て
集
ま
る
。
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク

も
目
立
ち
始
め
た
。
休
憩
時
間
は
話

に
花
が
咲
く
。
憩
い
の
ひ
と
と
き
で

あ
る
。
み
ん
な
頑
張
り
屋
さ
ん
で
心

優
し
い
仲
間
で
あ
る
。
（
あ
な
た
も

一
緒
に
大
正
琴
を
弾
き
ま
せ
ん
か
。

待
っ
て
い
ま
す
。
） 

                

九
月
二
十
二
日
、
今
年
も
勝
山
荘

の
舞
台
が
無
事
終
わ
っ
た
。
一
際
大

き
い
拍
手
を
も
ら
っ
て
、
ま
だ
頑
張

れ
そ
う
に
な
っ
た
。 

㊧
勝
山
荘
敬
老
会
で
演
奏
す
る
愛
琴
会

の
皆
さ
ん 
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□
今
月
末
に
県
と
協
議
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
県
道
な
の
で
町 

○
通
行
可
の
時
間
帯
で
も
工
事

作
業
を
中
断
せ
ず
に
続
け
て
い
る

の
で
、
時
間
帯
通
行
制
限
の
意
味
は

な
い
の
で
は
な
い
か
？ 

○
屋
敷
地
区
と
上
川
口
地
区
の

道
路
通
行
可
能
時
間
帯
が
同
じ
で

は
な
い
か
？
地
理
的
な
こ
と
を
考

え
た
時
間
帯
で
設
定
し
て
ほ
し
い
。 

 

町
か
ら
「
国
民
健
康
保
険
税
課
税

誤
り
」
、「
日
吉
ゴ
ミ
焼
却
場
解
体
工

事
」
に
つ
い
て
、
各
担
当
課
長
か
ら 

会
が
、
住
民
69
人
出
席
の
な
か
日
吉

住
民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

説
明
の
あ
と
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
○
意
見
等 

□
回
答 

○
上
川
口
土
砂
災
害
現
場
の
通

行
可
能
時
間
帯
に
つ
い
て
、
こ
れ
か

ら
陽
が
短
く
な
る
の
で
変
更
し
て

ほ
し
い
。 

９
月
７
日
、
日
吉
地
区
町
政
座
談 

 

意
見
い
っ
ぱ
い
！
座
談
会 

 

□
公
文
書
に
つ
い
て
は
、
で
き
る

だ
け
要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に

し
た
い
。
職
員
の
資
質
に
つ
い
て
は
、

今
後
さ
ら
に
教
育
し
て
い
く
。 

 

○
役
場
か
ら
送
ら
れ
る
公
文
書

が
難
し
く
わ
か
り
に
く
い
。
少
し
工

夫
す
れ
ば
分
か
り
や
す
く
な
る
の

で
は
？
職
員
の
資
質
が
悪
い
。
怠
慢

で
あ
る
。
横
着
な
職
員
が
多
い
。 

 

□
日
吉
地
区
は
、
柚
子
生
産
の
多

い
地
域
な
の
で
、
他
の
地
域
に
移
す

こ
と
は
反
対
で
あ
り
、
日
吉
で
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
加
工
施
設
も
要

望
し
て
い
く
。 

 

○
農
協
が
新
た
な
柚
子
搾
汁
施

設
を
計
画
し
て
い
る
と
聞
く
が
、
ぜ

ひ
日
吉
地
区
に
建
設
し
て
ほ
し
い
。 

 

○
９
月
末
に
県
と
協
議
す
る
と

言
わ
れ
る
が
、
今
日
は
７
日
で
あ
る
。 

※ 

他
に
も
意
見
要
望
が
多
数
あ

り
ま
し
た
が
、
紙
面
の
都
合
上
掲
載

で
き
な
い
こ
と
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

す
ぐ
に
協
議
し
て
ほ
し
い
。 

  

だ
け
で
は
決
め
ら
れ
な
い
。 

                        

日吉っ子音楽発表会 

１１月２１日（日） 

テーマ 

「心に響く音楽でみんなが 

          ひとつの輪になろう」 

日吉秋の大収穫祭＆ゆずまつり 

＆日吉地区文化祭・芸能発表会 

開催日 11 月３日（水）9：30～16：00 

場 所  日吉夢産地 

ご来場をお待ちしております。 

※ 作品展示は、４日まで 

            
 
 

場所 農林業者トレーニングセンター 

保護者の皆様・地域の皆様ぜひ子どもたち

の歌声、演奏を聞きに来てください。 

日吉中 

「一人一研究発表会」 

発表日 １２月 ４日（土） 

テーマ 『ふれあい』 

場 所 日吉住民センターホール 

13 のグループがそれぞれの課題につい

て研究し発表します。 

     新刊図書のお知らせ   

   「夜行観覧車」 著者 湊かなえ

『告白』の著者が描く衝撃の「家族」小説 

入賞おめでとうございます 

第 47 回全国中学生海の絵画コンクール 

『佳作』赤松 七夕子さん（日吉中３年）
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9
月
26
日
開
催
し
た
ス
ポ
レ
ク

日
吉
運
動
会
で
、
上
大
野
分
館
が
３ 

年
ぶ
り
に
優
勝
旗
を
勝
ち
取
り
ま 

し
た
。
上
大
野
は
、
最
初
の
種
目 

「
ア
ベ
ッ
ク
で
ポ
ン
」
か
ら
首
位
に

立
ち
、
そ
の
ま
ま
の
勢
い
で
62
点
の

高
得
点
を
取
り
優
勝
し
ま
し
た
。
準

優
勝
に
は
、
53
点
で
日
向
谷
分
館
、

以
下
下
鍵
山
分
館
43
点
、
父
野
川
分

館
40
点
、
上
鍵
山
分
館
34
点
の
結

果
で
し
た
。 

  
       

リ
レ
ー
で
競
る
上
大
野
と
日
向
谷 

 

 

  
 
 
 
 
 
 
 

 
 

ウ
ォ
ン
テ
ッ
ド
！
町
長
と
館
長
も
出
場 

          

み
ん
な
で
ジ
ャ
ン
プ
！
し
て
る
か
な
？ 

 
 

          

ア
ベ
ッ
ク
で
ポ
ン
仲
良
く
風
船
割
り 

           

綱
引
き 

引
っ
張
っ
て
る
の
に
ー 

             

寄
付
の
お
礼 

◎
香
典
返
し
に
か
え
て
日
吉
夢
基
金 

 

へ
寄
付 

▽
日
向
谷 

吉
川 

邦
彦
さ
ん 

▽
下
鍵
山 

山
本 

イ
ト
さ
ん 

  

▼
村
誌
に
昭
和
63
年
に
日
吉
小
、
中

と
日
吉
分
校
が
初
の
合
同
で
の
運

動
会
と
あ
る
。
そ
れ
か
ら
22
年
、
日

吉
分
校
の
運
動
会
参
加
は
最
後
と

な
っ
た
。
残
念
だ
が
、
全
員
で
の
記

念
写
真
や
中
学
、
高
校
が
一
緒
に

走
っ
た
競
技
な
ど
忘
れ
ら
れ
な
い

運
動
会
に
な
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。 

▼
９
月
か
ら
10
月
運
動
会
が
続
い

た
。
運
動
場
に
行
く
と
「
子
ど
も
の

数
減
っ
た
な
～
」
、「
応
援
の
人
少
な

い
な
～
」
と
人
口
減
少
の
話
が
ま
ず

出
る
。
町
政
座
談
会
で
は
、
「
猪
・

サ
ル
・
鹿
の
駆
除
は
？
」
と
有
害
鳥

獣
の
話
。
こ
れ
か
ら
こ
の
地
域
は
、

ど
ん
な
ふ
う
に
な
っ
て
い
く
の
だ

ろ
う
・
・
・
何
年
後
か
に
は
、
逆
転

し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。 

 

 
上
大
野
分
館
３
年
ぶ
り
優
勝
！

 
発
行
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